
林相分布図で常緑広葉樹となった地点の現地確認 
 
 
 

 

〇コナラはカシノナガキクイムシ被害、マツは 
マツクイムシ被害が発生し、倒木している。 

〇倒木の周辺には中径木のアラカシ、ヒサカキ、 
ソヨゴなどが繁茂している。 

〇下層植生にシカの食害が発生しつつある 

〇⼤径⽊〜中径⽊のアラカシが多く 
分布し、その中に大径木のコナラが 
点在している状況。 

〇コナラ、アベマキにはカシノナガキ 
クイムシの被害により立ち枯れが 
発生している。 
〇下層植生にシカの食害が発生しつつある 

〇大径木のコナラ、クヌギにカシノナガキ 
クイムシの被害が多く発生している。 

〇その跡地に⼤径⽊〜中径⽊のアラカシが 
繁茂している状況 。 

〇一部ではハリエンジュ等が繁茂している 
箇所も発生しており、他の樹種を被圧し 
つつある。 

〇岬町付近ではウバメガシ、それ以外の地域 
ではアラカシを中心とした常緑樹林を形成。 

〇大径木の下にはヤブツバキ、トベラ、シャ 
リンバイといった常緑樹が繁茂している。 

大径木のアラカシ 

コナラのカシナガ被害 

カシナガ被害の状況 

現地で確認された樹種 現地で確認された樹種 

現地で確認された樹種 

現地で確認された樹種 

ウバメガシの常緑樹林 
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